
 

天守復興部会について（平成 29年度第 1回） 

 

1. 日時：平成 29年 4月 17日（月）15：30～ 

2. 会場：城彩苑多目的交流室 

3. 出席者 

＜委員＞伊東（龍）部会長、今村委員、富田委員、永田委員、西村委員、毛利委員 

＜オブザーバー＞平井委員長 

＜事務局＞熊本城総合事務所：津曲所長、野本副所長、濱田副所長、古賀技術主幹 

熊本城調査研究センター：渡辺所長、網田副所長 

4. 次第 

（1） 開会 

（2） 熊本城総合事務所長 挨拶 

（3） 検討事項 

＜熊本城天守閣復旧整備事業について＞ 

① これまでの経緯 

② 耐震化について 

Q1：耐震補強後の目標値は 

A1：熊本市有建築物耐震化方針に基づき、改修後の基準 Is値の 1.25倍を目指す。 

③ バリアフリー化・ユニバーサルデザインについて 

Q2：6人乗りエレベーターは車椅子で何人はいる？高齢者の年齢は？ 

A2：車椅子 1 台と介添え者 1 名程度入れるスペース。年齢でなく移動が困難な方などで今後

検討する。 

Q3：障がい者や高齢者のみの限定利用とした際の管理方法は？ 

A3：全体的な人の配置も含めて設置する段階までに詰めていきたい。 

④ 内装・展示の刷新 

（主な意見） 

・ 熊本城の惣構えがきちんと分かるような展示にしてもらいたい。 

・ 熊本城の歴史だけとするか、熊本の魅力を発信する基地とするのか検討して欲しい。 

・ 歴史的な内容の監修はきちんと複数の先生に見てもらい意見をもらうべき。 

・ 西郷軍は熊本にとって完全に暴徒であり、西郷軍側の西南戦争にしないで欲しい。 

・ 展示業者の言うとおりにするといろいろなものが入ってしまうので、展示業者のいいな

りにならないように。 

・ オリジナルは市立博物館・県立美術館でということが明確に示された。整理をきちんと

するように。 

 

5. 閉会 

 

※ 次回開催について 

日時：平成 29年 6月 9日（金）13：30～ 

内容：熊本城天守閣復旧整備事業（展示について） 
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